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研究成果の概要（和文）：本研究は，エピソード記憶がもっている，過去の記憶を再体験するかのごとく想起す
る機能を，ノスタルジア感情との関連から，実験的に検討しようとしたものである。エピソード記憶は，単に過
去の出来事を思いだすことではなく，自分の体験をあたかも再体験しているかのごとく思い出すことが特徴であ
るが，なつかしい記憶の想起はその典型である。実験の結果，なつかしい記憶の想起が道徳ジレンマ課題や時間
割引課題に影響すること，また主観的幸福感が向上することなどが見いだされた。これらの結果は，ノスタルジ
ア感情を伴うエピソード記憶想起によって，さまざまな他の心理過程に影響していることを示唆するものと考え
られる。

研究成果の概要（英文）：This project tried to elucidate the processes and functions of episodic 
memory and its relation to nostalgia. Nostalgia refers to a sentimental longing for one’s past. 
Recent studies suggest that nostalgia influences varieties of psychological aspects. It is also 
known that people recollect episodic details when they feel nostalgia. On the other hand, episodic 
memory research showed that mental time travel, feeling of reliving, is considered as the key to 
episodic memory. Therefore, remembering a nostalgic memory can be a typical situation of mental time
 travel. In this study, participants were asked to recall a nostalgic or recent memory, followed by 
a different kind of tasks. It was shown that remembering nostalgic memories influenced moral dilemma
 task, delay discounting task, and evaluating subjective well-being. These results suggest that 
remembering episodic memory with nostalgia has an influence on other psychological processes than 
cognitive ones.

研究分野：認知心理学，記憶心理学
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１．研究開始当初の背景 
	 本研究の関心の端緒は，人はなぜそれまで
一切思い出さなかった体験を，何かをきっか
けとして鮮明に再体験するかのごとく思い
出せるのだろうかという点にあった． 
	 この疑問は，人の記憶に関する以下の問題
と深く関連している．一つは，エピソード記
憶とは何かという問題である（ここではエピ
ソード記憶と自伝的記憶を同じ意味で用い
る）．エピソード記憶は当初，時間と場所情
報の付随した出来事の記憶と考えられてい
たが(Tulving. 1972)，近年，過去の出来事を
再体験するかのごとく思い出すという，鮮明
な主観的想起意識を伴うことが重要である
という考え方が取り上げられるようになっ
てきた(Tulving. 2002)．後者の主張は，エピ
ソード記憶が最も進化した人間らしさの表
れであるとする考え方であり，エピソード記
憶が進化の中のどの位置にあるのか，人以外
の動物も有する記憶なのかという点で論争
を呼んでいる(Suddendorf et al. 2009)． 
	 申請者は，エピソード記憶の「鮮明な再体
験するような想起」という特徴に着目し，そ
れが，ノスタルジア(なつかしさ)という感情
と深く関わっているのではと考えた．これま
で実施中の挑戦的萌芽研究においてこの点
に着目し，音楽刺激を用いたノスタルジア感
の喚起が，再体験するような意識を伴うエピ
ソード想起を導くことなどを見いだしてお
り，その手法を発展させることで，ノスタル
ジア感情を伴うエピソード記憶の想起の特
徴を解明することにより，エピソード記憶の
機能を明らかにできるのではないかと考え
た． 
 
２．研究の目的 
	 本研究は，エピソード記憶がもっている，
過去の記憶を再体験するかのごとく想起す
る機能を，ノスタルジア感情というヒト特有
と予想される感情機能との関連から，行動実
験および自律神経系の測定実験によって明
らかにしようとするものである． 
	 近年のエピソード記憶研究においては，単
に過去の出来事を思い出すということでは
なく，自分が経験した出来事をあたかも再体
験しているかのごとく思い出す(mental time 
travel) と い う 意 識 状 態 (autonoetic 
consciousness)が重要であると考えられてい
る.しかし，これまでの研究では，単語や一般
的な絵刺激などが用いられ，必ずしもきわめ
て強い再体験感を伴った意識状態を作り出
した研究とは言い難い点が大きな問題であ
った． 
	 本研究では，音楽刺激を用いて自分自身の
過去の体験の強い再体験感を喚起し，しばし
ば得られる強いノスタルジア感がエピソー
ド記憶の想起やその意識状態にどのように
影響するかとその背景の機構を実験的に解
明しようとすることを目的とした． 
 

３．研究の方法 
本研究は，エピソード記憶の再体験的想起
に着目したが，その機能を解明するためにノ
スタルジア感の喚起という手法を用いた． 
	 エピソード記憶の特徴は，単に過去の出来
事を思い出すことではなく，mental time travel
という言葉で表されるように，自分自身が再
体験するかのように思い出すことである．そ
のような過去の再体験的想起にしばしば伴
う感情がノスタルジア感である．ノスタルジ
ア感と過去の体験の想起（自伝的記憶想起）
はしばしば相関があるとされており (e.g., 
Janata et al. 2007)，本研究では，ノスタルジア
を喚起することによって，再体験感の高いエ
ピソード記憶を想起させるという手法を用
いた． 
	 具体的には，大きく 2種類の方法を用いた．
一つは過去のなつかしい出来事を再生して
もらうという手法である．これは自伝的記憶
の一般的手法の一つであるが，なつかしい記
憶を思い出す条件をノスタルジア喚起条件
とし，一方最近の出来事を再生してもらう日
常記憶想起条件を統制条件として用い，両条
件の比較を行う手法を用いた．この手法は実
験室実験に加えて Web 実験でも使用可能で
あるという利点がある． 
	 もう一つは音楽刺激を用いた方法である．
ノスタルジア喚起条件では過去のヒット曲
を用いる手法も使用したが，個々の曲刺激に
よるノスタルジア喚起に個人差が大きく，各
参加者になつかしさを強く感じる曲を用意
してもらい，その音楽を用いるという手法も
用いた．なつかしさを感じる曲をノスタルジ
ア喚起条件とし，最近のヒット曲を，なつか
しさを感じない統制条件での刺激として使
用した． 
	 過去のエピソード記憶を想起した場合の
想起意識を，mental time travel研究および質
問紙を用いた nostalgia研究で用いられている
指標を用いて検討した(e.g., Wildschut et al. 
2006; D'Argembeau & Van der Linden. 2006)．鮮
明さなどの知覚的属性，感情属性や，その記
憶が自己にとって重要かなどの質問項目を
用いた． 
	 また最近のエピソード記憶研究において
は，再体験を伴うような詳細な記憶想起がエ
ピソード記憶の特徴であり，健忘症患者や抑
うつ傾向の高い人，高齢者において詳細な想
起が少ないことが報告されているとともに，
過去のエピソード記憶想起と未来の想像(エ
ピソード的未来思考：episodic future thinking)
の能力との間に関連があることが見いださ
れている(e.g., Schacter et al., 2017)．さらに，
詳細な想起を参加者に求めることによって，
単にその後の記憶再生が正確になるという
だけでなく，幸福感の向上など，いわゆる記
憶指標とは異なる心理指標に影響が出るこ
とも報告されている (episodic specificity 
induction; Madore et al., 2016)．そこで，本研究
では，従来のエピソード記憶想起時の現象的



特徴を捉える指標に加えて，エピソード的未
来思考で用いられている時間割引課題や，さ
らに道徳判断課題，主観的幸福感などの課題
を実施して検討した． 
 
４．研究成果 
	 ノスタルジア喚起の手法について，過去の
自分の体験を再生するという手法を用いた
研究を実施した。 
(1)	 ノスタルジアを伴う自伝的記憶を想起
した条件と最近の出来事を想起した条件に
よって，実験参加者の記憶想起状態を操作し，
道徳ジレンマ課題を実施した。本研究で使用
した道徳ジレンマ課題は歩道橋のジレンマ
(footbridge dilemma)と呼ばれるものであり，
「列車進行方向に 5人の人物がおりそのまま
ではその 5人は死亡するが，自分の横にいる
歩道橋上の人物を突き落とせばその 1人は死
ぬが，5 人は助かる，あなたはどうするか」
という問題である．ここで，1 人は死ぬが 5
人は助かるという判断を功利的判断，1 人を
殺すことを避けるという判断を義務論的判
断と呼ぶ．多くの人が 1人を殺すことを避け
る判断を選ぶがその背景には感情処理が関
わっていると考えられている(Grene & Haidt, 
2002)．Amit & Greene (2012)の研究では，視
覚的イメージ能力が高い人は義務論的判断
を選びやすいことを報告しており，より詳細
なイメージを思い浮かべやすいことが背景
にあると推測されている．ノスタルジアを伴
うエピソード記憶想起が詳細な視覚情報を
含むとすれば，なつかしい記憶を想起した場
合にはそうでない記憶想起の場合と比べて，
義務論的判断が増える可能性がある．実験の
結果，なつかしい記憶想起において義務論的
判断を選ぶ参加者が多いという結果が得ら
れた．このことは，ノスタルジアを伴う記憶
の想起が，道徳判断に影響すること示すもの
である（Kawaguchi, Nakamura, & Murayama, 
2016）．ただ，その背景メカニズムの検討は
さらに必要である． 
(2)	 近年のエピソード記憶研究において，過
去のエピソードを詳細に想起することによ
って，未来を詳細にイメージできるようにな
る こ と や  (episodic specificity induction; 
Madore et al., 2016)，さらに未来を詳細にイメ
ージすることが将来に関する意思決定に影
響することが報告されている(e.g., Schacter et 
al., 2017)．たとえば，未来の理想的な自分を
イメージすることによって，時間経過に伴う
将来の価値の低下(時間割引)を低く見積もる，
すなわち「待てる」ことが示されている(Cheng 
& Chiou, 2017)．このようにエピソード記憶に
関わる詳細な想起，想像が未来に関する意思
決定に影響を持つとすれば，ノスタルジアを
伴う詳細な記憶想起も時間割引課題におけ
る割引率に影響することが考えられる．そこ
で，音楽聴取および自伝的記憶想起を併用し
たノスタルジア喚起手法を用いて，なつかし
い記憶を想起した場合と日常的な記憶を想

起した場合の時間割引率を検討した．実験の
結果，なつかしい記憶を想起した場合に時間
割引率が小さくなった．この結果は，なつか
しい記憶想起によって，将来の報酬を「待つ」
ことができることを示している． 
(3)	 ノスタルジアの喚起によって孤独感が
低下したり(Zhou et al., 2008)，楽観性が上昇
したり (Cheung, W.Y. et al., 2013)，人生の意味
の追求が増加する (Van Tilburg, Igou, & 
Sedikides, 2013)ことなど，ノスタルジア感上
はさまざまな心理的側面に影響しているこ
とが指摘されている(Sedikides & Wildschut, 
2016) ． 本 研 究 で は 幸 福 感 (well-being, 
happiness)に着目し，なつかしいきおくを思い
出すことが，主観的幸福感に影響するか，高
めるかについて検討を行った．これまでのノ
スタルジア研究では，ノスタルジア喚起は 1
回のみの実験的検討が行われてきたが，ここ
では寄り日常的場面での応用を念頭に置き，
1 週間毎日繰り返してなつかしい記憶を想起
することの効果を検討した．統制条件として，
1 週間毎日日常の出来事を思い出す条件を設
けた．大学生を対象に実験を行ったところ，
1 週間毎日繰り返してなつかしい記憶を想起
した群の方が，日常的な記憶想起を行った群
に比べて主観的幸福感が高く，その効果は 1
週間後にもみられた．さらに高齢者を対象と
して実験を行ったところ，当初の主観的幸福
感が中程度であった参加者において，なつか
しい記憶を想起することによる主観的幸福
感の上昇という効果がみられた．これらのこ
とは，なつかしい記憶を想起するということ
が，心理的健康に深く関わる幸福感を促進す
ることが示された． 
(4)	 本研究で得られたノスタルジアとエピ
ソード記憶に関する知見は，過去のなつかし
い記憶想起が，単に記憶過程に関わる現象で
はなく，心理的健康や意思決定など，さまざ
まな心理判断に影響することを示すもので
あり，記憶研究への新たな視点を提供するも
のであると考えられる．ただその現象の背後
にあるメカニズムについては，まだ不明な点
が多く，今後の検討を必要としている． 
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